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国土交通省大隅河川国道事務所

記 者 発 表 資 料

肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会の開催について（案内）

～肝属川の水質を良くするために流域の関係者と設立した協議会で

水質の現状を確認し、今後の取り組み方針を確認します！！～

国土交通省では、戦後の経済成長期に顕著となった水質汚染以降、昭和４０年

代の「公害対策基本法」や「水質汚濁防止法」などの諸法に基づく関係者の努力

により、全国の公共用水域の水質は改善されてきたものの、依然として改善が不

十分である河川等を対象とし、地域と一体となって計画を策定し行動するという

水環境改善施策「清流ルネッサンスⅡ」を推進しています。

肝属川についても平成１４年７月に対象河川として選定され、これを受け平成１

６年２月に協議会を設立、平成１７年３月に平成２７年を目標年度とする行動計

画を策定し、これまで国、県、市の各行政機関や流域住民が連携してハード・ソ

フトの両面から諸施策に取り組んできました。

昨年（平成２２年）は行動計画期間１０カ年の中間年にあたるため、水質の改善

状況や諸施策の取り組み方針を確認、見直します。ついては、標記協議会を下記

のとおり開催しますのでご案内します。

記

○肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会

・日 時：平成２３年９月３０日（金）１３：００～１５：３０

・場 所：かのや大黒グランドホテル ２階 福藤の間（別添１参照）

＊取材につきましては記者席をご用意しておりますので、来所の際はそちら

にお座り下さい。

記者発表に関する問い合わせ先

国土交通省 九州地方整備局 大隅河川国道事務所

技術副所長 榎田範男

調査第一課長 東 和彦

広報担当 建設専門官 安達正敏

鹿児島県肝属郡肝付町新富１０１３－１

電話（０９９４）６５－２５４１
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 肝属川水環境改善緊急行動計画の概要                                        

 
1 計画対象区域 

 計画対象区域は、肝属川上流の河原田橋より上流で、鹿屋市域に属しています。対象区域本川の河原田橋から上

流は環境基準がＢ類型（平成 20 年度にＣ類型をＢ類型に変更）に指定されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 計画目標年度 
 肝属川清流ルネッサンスⅡ行動計画では、西暦 2000 年度（平成 12 年度）を現状基準年、西暦 2015 年度（平成

27 年度）を目標年度とします。 

 
 
 
 
3 当該河川において緊急的に改善を目指す目標水環境 

3.1 目標とする水環境像 

 流域住民，関係する行政機関，民間機関等が肝属川の水環境に対して共通の認識を持ち、今後改善を図っていく

ためのキャッチフレーズを下記のとおり掲げます。 

 

 

 

 上記キャッチフレーズは、流域住民への公募で提案頂いたフレーズ（388 件）を参考にして、最終的に地域協議

会で決定しました。 
 

3.2 目標水質 

 子供たちが安心して楽しく遊べ、河川により親しみやすい環境を作るため、下記を河川水質の目標とします。 

項 目 内 容 評価基準地点 

ＢＯＤ 75%値で環境基準Ｂ類型(3.0mg/L 以下)を満足する。

全窒素 年平均値で 5.0mg/L 以下を満足する。 

糞便性大腸菌群数 糞便性大腸菌群数の低減を図る。 

河原田橋 

 
3.3 目標流量 

 河川本来の適正な流量の維持を図るために、下記を河川流量の目標とします。 
項 目 内 容 評価基準地点 

流 量 健全な水循環機構を保全するため、現状の河川流量を維持する。 朝日橋 

 
3.4 その他目標水環境 

 上記の目標水質，目標流量のほかに、住民が改善効果を評価することのできる下記の目標水環境を掲げます。 

項 目 内 容 評価対象区間等 

臭 い 腐敗臭、異臭発生の低減を図る。 

色 水の透明感を確保する。 

景 観 
不快なゴミ等がなく、安らぎと潤いを感じる河川景

観を維持する。 

親 水 
子供たちが安心して水際に近づけ、川に親しめる河

川空間の創出に努める。 

生物生息環境 多様な動植物の生息・生育環境を確保する。 

管理区間全域 

       ※管理区間とは、国・県・市が管理している区間を指す。 
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図-3.1.1 計画対象区域の概要 

中間評価年 ： 平成２２年度 
最終評価年 ： 平成２７年度 

肝属川のキャッチフレーズ  清き流れの肝属川を 守り育てて子や孫に 

行動計画策定当時は

Ｃ類型であったが、

平成20年度からＢ類

型に変更 

※1 山中橋は、水辺プラザ事業に伴う工事により朝日橋で水質観測がで

きない時期の代替地点として、H15.3～H20.2 のみ水質観測を実施 

※1 

行動計画策定当時は

Ｂ類型であったが、
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型に変更 

河原田橋(水質観測所) 



北九州市立大学　国際環境工学部　 （水質）

鹿児島大学　 （水質、地球環境）

鹿児島工業高等専門学校   （河川工学）

鹿児島工業高等専門学校   （都市計画）

鹿児島大学水産学部     （魚類）

鹿屋市町内会連絡協議会  

鹿屋市衛生自治団体連合会 

鹿屋市中央生活学校  

鹿児島きもつき農業協同組合

鹿屋商工会議所     

鹿屋青年会議所     

鹿屋市校長会      

鹿児島県土木部河川課   

鹿児島県都市計画課　生活排水対策室 

鹿児島県農政部畜産課   

鹿児島県農政部農産園芸課  

鹿児島県農政部食の安全推進課

鹿児島県環境林務部 環境保全課

鹿屋市役所      

国土交通省大隅河川国道事務所

肝属川清流ルネッサンスⅡ地域協議会 委員名簿

  会 長

  会 長

  委員長

  組合長

  課 長

  課 長

  会 頭

  理事長

  代 表

  課 長

  課 長

  市 長

事務所長

楠田 哲也　教授

坂元 隼雄 名誉教授

疋田 誠 名誉教授

平田 登基男　名誉教授

四宮 明彦　教授

  室 長

  課 長




